
授
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
達
成
感
、
満
足
感
は
他
の
科

目
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
学
生
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
企
画
立

案
能
力
、
自
己
管
理
能
力
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
、
自
己
表
現
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
を
身
に
つ
け
て
い
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。

社
会
に
開
か
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
常
に
社
会
と
の
接
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
現
代

社
会
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
や
矛
盾
と
無
縁
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を

行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
始
め
れ
ば
、
す
ぐ
に
厳
し
い
現
実
が
立
ち
現

れ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
、
学
生
は
ひ
る
む
こ
と
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
問
題
解
決
の
た
め
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
科
目
は
社
会
に
開
か
れ
た
科
目
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
科
目
の
担
当
者
も
学
外
か
ら
公
募
し
ま
し
た
。
従
来
の
専
門

科
目
の
担
当
者
は
、
専
門
家
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
専
門
家
で
あ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
は
、
教
養
教

育
科
目
で
す
か
ら
多
く
の
人
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ
と
を
通
し

て
、現
代
社
会
の
抱
え
て
い
る
問
題
と
対
峙
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、

学
外
に
ひ
ろ
く
公
募
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
個
人
・
企

業
・
団
体
（
地
方
自
治
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
）
か
ら
１
８
７
件
の
応

募
が
あ
り
、
社
会
の
関
心
と
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

学
生
の
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
を
評
価
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
し
て
、
学
生
が

成
長
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
何
よ
り
重
視
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
も
重
要
で
す
が
、
何
よ
り
そ
こ
に
参
加
し
て
い
る
学
生
の
成
長
の

プ
ロ
セ
ス
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
学
生
は
自
分
自
身
の
活
動
を
活
動
報
告
書

と
し
て
記
録
し
、
提
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
自
身
の
活
動
を
定
期
的

に
ふ
り
返
る
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
議
事
録
や

各
種
報
告
書
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。
議
事
録
は
、
添
削
も
し
く
は
ア
ド

バ
イ
ス
と
い
う
か
た
ち
で
本
人
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
お
の
ず
か
ら
実
践
的
な
表
現
力
が
身
に

つ
い
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
学
生
は
、
自
分
自
身
の
活
動
を
提
出
し
た

報
告
書
で
確
認
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
活
動
を
ふ
り
返
り
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
、
最
終
成
果
発
表
会
で
披
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
評
価
も
、
学
生
の
自
己
評
価
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
相
互
評
価
を
踏
ま

え
て
、
科
目
担
当
者
が
科
目
代
表
者
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
と
し

て
総
合
評
価
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
展
望

現
時
点
で
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

第
１
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
学
外
の
協
働
者
と
の
連
携
、
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
学
生
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
と
コ
ー
チ
ン
グ
等
を
担
当
で
き
る
専
従
職
員
の
配
置
が
待
た

れ
ま
す
。

第
２
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
く
れ
る
人
的
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
応
募
者
か
ら
了
承
を
得
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
作
成
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
を
中
心
に
講
習
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
で
き
る
条
件
を
整
備
し
ま
す
。

第
３
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
教
育
効
果
を

研
究
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
研
究
会
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
４
に
、
授
業
運
営
の
手
引
き
を
発
展
さ
せ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学

習
の
た
め
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
開
講
し
た
ば
か
り
の
科
目
で
す
が
、
多
く
の
人
々
と
の
対
話
を

通
し
て
、
学
生
自
身
が
成
長
し
て
い
く
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

そ
の
も
の
も
着
実
に
成
長
を
続
け
る
授
業
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
設
置
趣
旨

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
は
、
本
年
度
よ
り
開
講
さ
れ
た
学
生
主
導
の
実
践

型
、
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
ベ
ー
ス
に
し
た
教
養
教
育
科
目
で

す
。従

来
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
は
、
工
学
、
医
療
、
情
報
、
社
会
学
系
の

専
門
科
目
と
し
て
設
置
さ
れ
、そ
の
教
育
効
果
が
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
主
に
専
門
教
育
に
関
す
る
知
識
や
技
術
、
方
法
を
実
践
的
に

学
ぶ
た
め
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
設
置
さ
れ
た
同
志
社
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
は
、
教
養
教
育
科

目
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
学
部
、
学
年
、
文
系
・
理
系
の
区
別
は
な

く
、
誰
も
が
履
修
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
学
生
が
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
主
導
し
、
企
画
・
運
営
す
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
担
当
者
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
た
め
の
適
切
な
指
導
と
助
言
を
行
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
学
習
を
教
養
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ

け
、
し
か
も
、
24
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
２
６
０
人
の
受
講
者
数
の
規
模
で
実

施
し
て
い
る
事
例
は
日
本
国
内
で
は
前
例
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

課
外
活
動
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
先
進
的

な
事
例
と
し
て
は
、
金
沢
工
業
大
学
の
「
夢
考
房
」
の
試
み
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
本
学
で
は
、
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
３
年
前
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
設
置
の
経
緯

同
志
社
大
学
の
教
養
教
育
再
編
の
な
か
で
実
践
型
・
参
加
型
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
き
た
こ
と
、
文
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
に

お
い
て
、
正
課
授
業
と
し
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
実
験
的
な
試
み
が

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
現
代
Ｇ
Ｐ
の
活

動
の
な
か
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
設
置
を
検
討
し
て
き
た
こ
と
等
の

成
果
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
開
設
に
つ
な
が
っ
た

と
言
え
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
に
よ
っ
て
何
が
得
ら
れ
る
か

学
生
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
実
に
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
動
か
な
け
れ

ば
先
へ
は
進
ま
な
い
と
い
う
特
性
を
持
ち
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
が
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
テ
ー
マ
を
再
構
築
し
、
企
画
立
案

を
行
い
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
全
員
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
現
す
べ
く
努
力
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
学
生
に
は
負
荷
の
大
き
い

62

学
生
自
身
が
企
画
立
案
し
、
実
行
す
る

実
践
型
の
授
業

―
新
し
い
教
養
教
育
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
」
が
開
講

大
学
文
学
部
教
授
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
運
営
委
員
会
幹
事

山
　
田
　
和
　
人

DOSHISHA
CLOSE UP
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イ
ベ
ン
ト
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
知
恵
、
知
識
の
集
約
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
認
識
で
見
解
の
統
一
を
み
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
４
大
学

で
情
報
の
共
有
や
、
企
業
の
研
究
を
共
同
で
受
注
す
る
こ
と
の
可
能
性
な

ど
、
具
体
的
な
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
志
社
発
「D

-eg
g

」
か
ら
世
界
企
業
へ

「D
-egg

」
と
は
同
志
社
大
学
連
携
型
起
業
家
育
成
施
設
（
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
）
の
愛
称
で
あ
り
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
２
０
０
６

年
秋
、
そ
の
姿
を
現
し
ま
す
。
京
都
府
、
京
田
辺
市
、
同
志
社
大
学
、
独

立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構

（
以
下
、
中
小
機
構
）

が
、
同
志
社
大
学
の

シ
ー
ズ
や
地
域
資
源

を
活
用
し
、
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
起
業
、

中
小
企
業
等
の
新
規

事
業
展
開
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
産

学
連
携
の
強
化
、
地

域
産
業
技
術
の
高
度

化
、
新
産
業
の
創
出
、

地
域
産
業
の
発
展
を

促
進
す
る
た
め
の
施

設
で
す
。
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

「
卵
の
孵
化
（
ふ
か
）」

を
意
味
し
ま
す
が
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
、
新
技
術
を
「
卵
」
と
考
え
、
同
志
社
の
卵
と
言
う

意
味
で
「D
-egg

」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

D
-egg

は
地
上
３
階
建
で
、
レ
ン
ガ
調
で
屋
根
勾
配
を
も
つ
、
他
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
同
志
社
の
基
調
に

あ
っ
た
建
物
で
す
。
居
室
は
全
部
で
33
部
屋
あ
り
、
試
作
開
発
室
タ
イ
プ
、

実
験
・
研
究
室
タ
イ
プ
、
Ｉ
Ｔ
・
オ
フ
ィ
ス
タ
イ
プ
の
３
タ
イ
プ
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
実
験
、
研
究
、
試
作
等
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、

施
設
内
に
は
共
有
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
や
会
議

室
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

新
規
商
品
・
新
規
材
料
の
開
発
や
技
術
向
上
を
目
ざ
す
方
が
大
学
か
ら

技
術
的
な
支
援
を
受
け
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
化
を
押
し
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
大
学
と
の
共
同
研
究
や
受
託
研
究
を
進
め
る
こ
と
を

目
ざ
す
場
合
に
は
、
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
で
は
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
位

置
し
、
日
本
の
最
先
端
技
術
が
集
中
す
る
知
的
エ
リ
ア
と
し
て
、
国
立
国

会
図
書
館
関
西
館
や
企
業
の
研
究
所
な
ど
が
立
地
し
発
展
し
て
い
る
地
域

と
い
う
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

京
都
府
、
京
田
辺
市
、
同
志
社
大
学
、
中
小
機
構
が
一
体
と
な
っ
て
運

営
す
る
た
め
、
入
居
さ
れ
る
と
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

通
し
て
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
事
業
プ
ラ
ン
の
作

成
・
資
金
調
達
・
販
路
開
拓
な
ど
、
起
業
か
ら
第
二
創
業
ま
で
各
ス
テ
ー

ジ
に
最
適
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
起
業
さ
れ
る

方
、
起
業
間
も
な
い
方
に
と
っ
て
力
強
い
味
方
、
そ
れ
がD

-egg

で
す
。

＊
２
０
０
６
年
９
月
に
公
募
開
始
、
年
末
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。D

-
egg

に
ご
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
な
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（h
ttp
：
//w
w
w
.d

‐egg.jp
/
T
E
L
0
7
7
4
-6
5
-6
2
2
3

）

（
大
学
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
）

東
西
４
大
学
産
学
官
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

２
０
０
６
年
３
月
10
日
、東
京
大
手
町
経
団
連
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

早
稲
田
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
、
立
命
館
大
学
と
本
学
の
主
催
に
よ
り
産

学
官
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
に
は
、
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
・
北
島
義

俊
氏
が
登
壇
さ
れ
、
産
業
界
と
大
学
の
関
係
に
つ
い
て
「
基
礎
は
大
学
、

応
用
は
企
業
が
担
い
、
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
姿
が
適
切
。
大
学
と

企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
知
的
財
産
を
相
互
に
出
し
合
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
」
と
述
べ
、
産
業
界
と
大
学
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
を
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、「
個
と
個
が
相
互
に
刺
激
を
与
え
、
社
会
に
お
い
て
新

し
い
価
値
を
産
み
出
し
、
そ
れ
が
再
び
個
に
影
響
を
与
え
る
」
と
い
う1
創

発2

に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、「
今
後
の
東
西
４
大
学
に
は
、1
創

発2

と1

対
話2

を
活
発
化
し
、
深
い
知
の
連
携
、
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
に
引
き
続
き
、
４
大
学
の
産
学
官
連
携
担
当
責
任
者
お
よ
び
産
業

界
の
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
の
産
学
官
連
携
は
う
ま
く
い
っ
て
い

る
か
否
か
、
産
業
界
の
大
学
に
対
す
る
姿
勢
、
今
後
の1

学
々
連
携2

の

具
体
的
な
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
踏
ま
え
た
見
解
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
和
田
元
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
所
長
が
、

「
私
立
大
学
と
し
て
の
建
学
の
精
神
に
則
っ
た
産
学
連
携
の
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
り
、
特
に
本
学
と
し
て
は
学
生
の
教
育
的
な
側
面
に
重
点
を
置

い
て
い
る
」
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
発
の

「
日
本
型
産
学
連
携
モ
デ
ル
」

の
構
築
に
は
、
大
学
と
し
て
の

個
性
や
多
様
性
が
不
可
欠
と
訴

え
ま
し
た
。

な
お
、
ホ
ー
ル
に
隣
接
し
た

ロ
ビ
ー
で
は
、
４
大
学
の
産
学

官
連
携
窓
口
に
関
す
る
資
料
が

置
か
れ
、
来
訪
者
や
大
学
関
係

者
の
間
で
、
質
疑
応
答
や
意
見

交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し

た
。聴

衆
か
ら
も
４
大
学
に
対
し

て
熱
い
要
望
が
あ
り
、
今
回
の

社
会
の
要
請
に
応
え
る
産
学
官
連
携
の
新
し
い
仕
組
み

―
東
西
４
大
学
の
連
携
と
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
建
設

DOSHISHA
CLOSE UP

パネルディスカッションで説明する
和田　元大学リエゾンオフィス所長

D-egg（大学「業成館」）完成イメージ図


